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大しごとーくin信州 Advance

若者会議2021

高等教育コンソ―シアム信州 大学間連携事業

大しごとーくin信州 Advance

2022年2月本会議開催予定
（対面/オンライン）



若者会議とは？

“若者会議”は、2012年に長野県小布施町から始まった交流のまちづくりの
ムーヴメントです。今回は、地域団体や企業と具体的な課題について話す
「場」を体験することで、より地域に関わることを意識して対話する機会を
設定します。地域課題を考えることから「暮らす」ことに注目し、「信州の
地域に若者が関わる『流れ』をつくる」ことが目標です。

新たな仕組みの構築のため、地域課題を扱う対象地域（会場）を、素晴らし
い地域資源がある信州全体をフィールドに設定しました。若者会議をきっか
けとして地域理解が深まり、対話を通じて課題に自ら取り組むことで関りが
なかった地域とより強い「繋がり」が生まれ、地方創生を推進する人財基盤
やネットワークが構築されることを期待しています。
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松本若者会議2020

第1回 10/24 実行委員会立ち上げ 10名 青少年
ホーム

第2回 11/28-29 松本街歩～街を歩いて知ってみよう 16名 市内

第3回 12/13 課題挑戦~企業課題に挑戦してみよう 15名 青少年
ホーム

第4回 2/17-18 本会議 市内

第5回 3/18 FLIP（フューチャーローカルイノベータープレゼンテーション）

本会議

DAY1（2/17）
インプット／キーノートスピーチ 「若者の地域参加への期待」

DAY2（2/18）
街中会議

17:30-19:00 
市村良三氏（小布施町・元町長）

19:00-21:00 
臥雲義尚氏（松本市長）

9:00-18:00 
７つのテーマを街中で議論



本会議 開催方針

事前に設定された松本市に関連する８つの地域/企業課題を

解決するアクションプランを検討する３日構成のプログラムを実施しました

全日程ともオンラインでの配信・参加を受け付けました

2/17
DAY 1

2/18
DAY 2

3/18
DAY 3

キーノートスピーチ
フロントランナーからのインプット

街じゅう会議
地域が抱えている「暮らし」の課題ってなんだろう

最終報告会
FLIP（Future Local Innovator Presentation）
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本会議 DAY１ 開催プログラム
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時間 実施内容 ゲスト

13:00

〜

14:00

オープニング

開催趣旨説明, DAY2各テーマごと顔合わせ

14:00 北信スマート・テロワールフォーラム2020 連動企画 馬上丈司（千葉エコ・エネルギー株式会社代表取締役）

〜 住民参加の防災と持続可能なインフラづく
り

林映寿（（一財）日本笑顔プロジェクト代表）

17:00 〜農業と防災でレジリエンスを高める〜 山内幸治（NPO法人ETIC. 事業統括ディレクター）

17:30 市長との対話①

〜 小布施のまちづくりと若者会議 市村良三（前小布施町市長）

19:00 〜これからの展望と期待〜

19:00 市長との対話②

〜 松本市政の展望と 臥雲義尚（松本市長）

21:00 若者のまちづくりへの参加に期待すること



住民参加の防災と持続可能なインフラづくり

〜農業と防災でレジリエンスを高める〜

一極集中から自立分散型の社会へ。食料やエネルギーの自給力を高めることを見据え、暮らしや産業・インフラの再構築、

災害からのレジリエンス（しなやかな強さ）を獲得するため、私たちはどんなことができるのか。今回は、農業・エネル

ギー・防災・住民参加を掛け合わせ先駆的に活動されている3人の実践者からキーノートスピーチをしていただきました。

2/17(水) 14:00〜17:00

オンライン開催

馬上丈司 氏

千葉エコ・エネルギー株式会社

代表取締役
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林映寿 氏

（一財）日本笑顔プロジェクト

代表

山内幸治 氏

NPO法人ETIC.

事業統括ディレクター

営農型発電事業

ソーラーシェアリングについて

防災テーマパーク

『nuovo』について

復興から新たな

住民自治組織の構築

本会議D A Y１ キーノートスピーチ



小布施のまちづくりと若者会議

〜これからの展望と期待〜

2/17(水) 14:00〜17:00

オンライン開催

1948年、長野県小布施町生まれ。1973年、慶應義塾大学法学部卒。株式会社小布施堂代表

取締役副社長、桝一市村酒造場代表取締役副社長、株式会社ア・ラ小布施代表取締役社長

などを歴任。2002年、国土交通省制定『観光カリスマ』（賑わい町おこしカリスマ）に選

定される。2004年、長野県小布施町町長に当選し、4期務める。2016年、「大学とまちとの

協働によるまちづくりー」により日本建築学会賞（業績）を受賞。

市村良三 氏 前小布施町長

本会議D A Y１ キーノートスピーチ
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松本市政の展望と

若者のまちづくりへの参加に期待すること

2/17(水) 17:30〜19:00

オンライン開催

1963年、松本市新伊勢町生まれ。1988年、東京大学法学部卒、ＮＨＫ入社。新潟局で記者

の仕事を身につけたのち、政治部に配属。政治部選挙デスク、遊軍プロジェクト長、解説

委員等を務める。2016年、松本市長選に立候補し次点で落選。4年間地域の声を尋ね歩き、

松本の課題と未来を探る。各分野のゲストと語り合う「ジセダイトーク」を全25回開催。

2020年3月、松本市長に就任。

臥雲義尚 氏 松本市長

本会議D A Y１ キーノートスピーチ
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DAY1 キーノートスピーチ
場所：まつもと市民芸術館/オンライン

【開催レポート】
2/17 17:30~20:30 市長との対談
小布施前町長 市村良三さんと松本市臥雲市長をお迎えし、お二人のまち
づくりにかける想い、若者への期待をお話しいただきました。
共通していたのは、

「今をもいちど捉えなおすこと」
それは、見る視点、多様性や歴史をもう一度見直すこと。新しいものを創
り出すために、現在を自分自身の目にで捉えることの重要性をお話しいた
だきました。

そしてもう一つは、「繋がること」
1人ではできないからこそ、仲間や組織、地域とつながる大事さでした。
今はオンラインというツールもあり大変便利になりました。だからこそ、
相対すること、現場できることの価値はますます重要になってきます。
御二人とも、本当に真剣に、まだまだ未熟な次世代の若者達に熱を込めて
お話しいただきました。ありがとうございました。
まちづくりの想いを繋げ、今自分たちができることに繋げていきたいと思
います。
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本会議D A Y２ 街じゅう会議 開催プログラム

テーマ 参画企業（自治体） 会場 中間報告会

学びあい
体験で引き出す学びの好奇心！

〜未来の子どもに大切な学びは何だろう
〜

N.C.C-style 青少年ホーム 青少年ホーム

健康
もっくトーク

〜「心地よい」って何？？〜
JT（日本たばこ産業株

式会社） Mウイング３ーB会議室 Mウイング3-2

交通 自転車で信大生活に革命を起こす！？ 松本市 Mウイング6階ホール オンライン

環境 信州まるっと！プラスチック円卓会議 松本市環境政策課 Mウイング6階ホワイエ Mウイング3-2

福祉
Sport is universal language

～障がいという壁を乗り越えるには？〜

長野県パラ陸上競技大会
日本パラリンピック
サポートセンター

青少年ホーム 青少年ホーム

情報
わかしら

〜アンケートから見る若者の生態〜
松本市市民課 Mウイング6階ホール Mウイング3-2

企業課題（１）
地域密着型地方銀行と考え

る！ローカルイノベーシ
ョン

株式会社長野銀行 長野銀行会議室 Mウイング3-2

企業課題（２）
市民で進めるスマートシ
ティ新ライフライン通信
の行方

株式会社ドコモ
CS 長野支店

青少年ホーム 青少年ホーム



街中会議の様子



街中会議の様子
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2021年度のテーマ

県内大学生が、『食』『居場所』『環境・教育』をテーマに、地域が抱えている
課題をローカル（現場）で共有し、地域の資源価値の再定義、持続可能な資源活
用の在り方を主体的に考える。信州全体をキャンパスにみたて、企業や自治体の
方々と協働して各地のフィールドを活用した学びの環境を構築するとともにプロ
ジェクトを起こしマネジメントしていける核となる人材を育成する。県内大学生
が連携し、地域・社会での活動を通じて「求められる若者の力」に自ら気づく機
会とし、さらに、地域の魅力を知り定着につなげることを目的とする。



２．目標
大学間連携をより促すマネジメント人材を育成する

『学生（若者）』『企業』『行政』の視
点から見える地域・社会課題を『ヒアリ
ング（インプット）-分析（課題設定）-
プロジェクト構築（アクションプラン）-
実践-改善』が出来る知識を習得すると同
時に、実践経験を通じて、変化への対応
力、問題解決力をもったリーダー人材、
資源と資源、地域と若者を繋ぐマネジメ
ント能力を備えた中核人材を育成を目指
します。

信州の地域課題を共有し、企画を学生が
主体的に運営することで、地域の担い手
である意識を醸成してほしいと願ってい
ます。

当事者意識をもった若者グループを立ち
上げ、企業と連携する体制の構築を目指
しています。
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●●若者会議
YOUTH

DISTRICTS
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大しごとーく in 信州 2021 Advance 各地で「若者会議」を開催
若者の地域定着を目指し、企業と「暮らしに関わる課題」に取組む対話の場

人材を確保したい
主体的な若者と話したい
斬新な意見で企業課題に取り組みたい

魅力的な企業と出会う

事業参画

県内大学生と企業が
地域・企業課題について各地で対話

アクションプランを作成し
ネクストアクションへ接続

・インターンシップ
・PBL/フィールドワーク

・共同研究
・就職・採用活動

若者会議

長野県企業
10社程度を予定

魅力的な企業と出会い、長野県に残り
たい気持ちが高まる。
地域課題を考え、継続して関わりたい
気持ちが醸成される。

アウトカム

地
域
・
企
業
へ
定
着

アウトプット

ジョブ採用型インターンシップ
として検討。

ファースト
マッチング

考えたい地域課題、
企業課題を提供

興味がある企業課題について対話をし、さらに
関わりたい場合には、インターンシップに参加

80社の企業が参加
514名の参加者数

より深いレベルで
マッチング

長野県に残りたい
地域に関わりたい

例：「環境」テーマで製造業の会社と
プラスチック廃棄物の活用を議論

社内プロジェクト

会社や社会の疑問を
学生と企業が対話

テーマ案（各大学の特色に対応するテーマ）：教育、観光、環
境、産業、インフラ（文化）、ヘルスケア、医療、福祉、IT

若者
の声

企業
の声

大学で学んだことを活かして、
地域課題の解決に取り組みたい
実践型のプログラムにチャレン
ジしてみたい。

2021年 高等教育コンソーシアム信州 事業

ネクストステップが具
体的に無いのが課題

テーマトークで関係を深め、議論を通じて課題
を設定。具体t系に何に取り組めるか、企業・社
会人の方々と一緒になって考える。

Advance
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汎濫停蓄の場づくり
汎濫停蓄
深く広い学識を持っていること。「汎濫」は水が漲みなぎり
溢あふれること。転じて、広く物事に通じること。「停蓄」
は水が長く溜まること。転じて、学識が深いことの喩え。

第1回（11月） 顔合わせと地域・企業を知る、課題の提示

第2回（12月） インタビューによる要因分析と課題の構造化・絞込み

第3回（1月） 体験を通して実感（ワークショップ）

第4回（２月） 解決策とネクストアクションの議論

第5回（３月） まとめと発表

白馬若者会議
「環境・教育」をテーマに対話

松本若者会議
「居場所」をテーマに対話

伊那・長野若者会議
「食」をテーマに対話

各地のコワーキングスペースと連携し、企業と学生のH
ＵＢになってもらう。

3地域（長野・松本・上田・諏訪・伊那のうち3カ所）に
おいて、下記の構成のよる5回の会議を企画する。この中
で、議論を継続的に深めることで、交流する機会やアク
ションを深める機会をもつ。

各地開催することで、各大学が参加しやすい距離感を
目指す。一方で、オンラインを併用し、打ち合わせや
遠方でも参加できるようにする。



若者会議

仲間や地域企業
とつながる
対話の場

まちを大学に〜若者の社会的活動の場（ Youth District：若者街区）を構想
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若者会議の基本的な流れ

自分がやって
みたいこと

（青少年ホームや
大学の活動）

プロジェクト
化して実施

（行政）
政策に反映

（企業インターン・
共同研究・ビジネス）

プロジェクト
化して実施

行政課題
地域の課題

企業課題
若手交流

▶青少年ホームの活動につながる

▶住民・若者の声の政策反映

▶自らがアクション

▶仲間づくり

▶拠点の活用（MYD）

▶現場フィールドでの体験

▶担い手の確保

▶一点強化、重点的活動にしやすい

▶多様なステークホルダーの巻き込み

▶課題を明確化と社会ニーズとの」
マッチング

▶人材確保、年代を問わない交流

若者街区：若者が集まる街を仮想する

対話を入り口とした、プロジェクトが生まれる仕組み（若者街区）をつくり、町をキャンパスにする



内容と日程
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松本若者会議「居場所」 伊那若者会議「食」 白馬若者会議「環境・教育」

松本若者会議2021

県内大学、民間事業者及び協力企業、行政
（松本市、松本市青少年ホーム）とともに、
に実践的な課題探求プログラムを通じて地域
の魅力発見、人材育成を行う。
プログラムは、大学生が中心となり企画・運
営し、大学生テーマ、企業テーマ、行政テー
マを設定。地域の中高生も含めた地域課題解
決のための会議をベースに、知る-分析する-
行動案を作成するの3段階のディスカッション
方式で進めていく。

信州の食を考える若者会議～食で
創る未来プロジェクト2021

『生産者』『企業』『消費者』の視点から見
える課題を『ヒヤリング―分析―実践可能な
プロジェクト構築―実践―改善』が出来る知
識を習得すると同時に、実践経験を通じて、
変化への対応力、問題解決力をもったリー
ダー人材、資源と資源、地域と若者（大学
生）を繋ぐマネジメント能力を備えた中核人
材を育成する。

白馬若者会議
＠しくみつくるcollege2021

地球と世界の未来のための学びと実践の機会
を目指します。インプットに始まり、これま
での在り方の変化について教えてもらい思考
します。これから取り組んでいこうと思って
いることの共有とジブンゴトとして今ココだ
からできることは？を考えて、簡単ではない
解は一つではないことを考え続けます。世の
中の複雑で難しい問題にチャレンジし解決策
を考えみんなで取り組みます。

メンター

サザンガク 山崎 孝一郎さん
メンター

AmberLab 久保田飛鳥さん
メンター

しくみ株式会社 石田幸央さん

11月13日 顔合わせ わかしら企画
11月27日 交通を考える会議 MaaSゼミ
12月11日 交通課題解決策の発表（午前）

㈱アスピアのインプットと見学（午後）
1月~2月 居場所について3テーマ（学生・企

業・行政の課題）のディスカッション（本会議）

3月●日 発表会

11月18日 レクチャー「信州の食の課題」
11月27日 長野の食の課題と善光寺＠善光寺大勧進
12月2日 森についてのレクチャー（オンライン）
12月9日 ジビエ活性事業についてのレクチャー（オ
ンライン）
12月 仕事場見学会 伊那市㈱やまとわ
商品開発ワークショップ（野菜のピューレ）
1月~2月 解決策とアクションプランの検討
伊那合宿×善光寺プロジェクト（薬膳カフェ）
3月●日 発表会

11月19日 夕方 Meetup BBQ
11月20日 環境と難民のことを考える、シス

テム思考講義＆ワークショップ
11月21日 16時まで Snowpeak Hakuba

Landstationにてマルシェ出店
12月 ワークショップ
1月~2月 解決策とアクションプランの検討

白馬合宿
3月 発表会

㈱アスピア、松本市役所、松本市青少年ホーム、
㈱XYZ

㈱やまとわ、伊那食品工業㈱、八幡屋磯五郎、丸山珈
琲、藤屋御本陣、サンクゼール、長野県ジビエ振興室、
シソーラス、

調整中

申込フォーム 申込フォーム 申込フォーム

問い合わせ
信州大学キャリア教育サポートセンター

問い合わせ
食で創る未来プロジェクト2021事務局

問い合わせ
ishida@siqumi.co.jp

https://forms.gle/VCbr9MXw92sHER8D6
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdz51lJuRpSs_VVBqIKHkYiGg6880MkIawWtk8ylw69ce_ulw/viewform
https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfm-pSWtZWils5q2qBaUo0v-Vo_aobvcCu2cn4DCS88Vpze_Q/viewform
to:career@shinshu-u.ac.jp


若者会議 実行委員募集説明会

11月4日（木）19:00～20:00

若者会議実行委員メンバー募集説明会

会場：サザンガク/オンライン

内容

若者会議とは？

各地の若者会議とテーマについて

松本若者会議…山崎 孝一郎さん

伊那若者会議…久保田飛鳥さん

白馬若者会議…石田幸央さん

実行委員の募集について

オンラインで録画し、各大学へも送信して実行委員を募集します。
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松本若者会議
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若者の居場所考える

松本若者会議2021

県内大学、民間事業者及び協力企業、行政（松本市、松本市青少年ホー
ム）とともに、に実践的な課題探求プログラムを通じて地域の魅力発見、
人材育成を行う。
プログラムは、大学生が中心となり企画・運営し、大学生テーマ、企業
テーマ、行政テーマを設定。地域の中高生も含めた地域課題解決のための
会議をベースに、知る-分析する-行動案を作成するの3段階のディスカッ
ション方式で進めていく。

メンター

サザンガク（㈱XYZ） 山崎 孝一郎さん

11月13日 顔合わせ わかしら企画
11月27日 交通を考える会議 MaaSゼミ
12月11日 交通課題解決策の発表（午前）

インプットと見学（午後）
1月~2月 居場所について3テーマ（学生・企業・行政の課題）の対話
3月 発表会

㈱アスピア、松本市役所、松本市青少年ホーム、㈱XYZ

申込フォーム(準備中）

問い合わせ
サザンガク、松本市役所ユースサポート課、青少年ホーム



伊那若者会議
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信州の食を考える若者会議
〜食で創る未来プロジェクト2021

信州の食を考える若者会議
～食で創る未来プロジェクト2021
『生産者』『企業』『消費者』の視点から見える課題を『ヒヤリング―分
析―実践可能なプロジェクト構築―実践―改善』が出来る知識を習得する
と同時に、実践経験を通じて、変化への対応力、問題解決力をもったリー
ダー人材、資源と資源、地域と若者（大学生）を繋ぐマネジメント能力を
備えた中核人材を育成する。

メンター

Natural Recipies Kitchen（AmberLab）

久保田飛鳥さん

11月18日 レクチャー「信州の食の課題」
11月27日 長野の食の課題と善光寺＠善光寺大勧進
12月2日 森についてのレクチャー（オンライン）
12月9日 ジビエ活性事業についてのレクチャー（オンライン）
12月 仕事場見学会 伊那市＠㈱やまとわ

商品開発ワークショップ
1月~2月 解決策とアクションプランの検討

合宿 善光寺プロジェクト（薬膳カフェ）
3月●日 発表会

協力企業
㈱やまとわ、伊那食品工業㈱、八幡屋磯五郎、丸山珈琲、藤屋御本陣、サ
ンクゼール、長野県ジビエ振興室

申込フォーム

問い合わせ

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSdz51lJuRpSs_VVBqIKHkYiGg6880MkIawWtk8ylw69ce_ulw/viewform
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白馬若者会議

白馬若者会議
＠しくみつくるcollege2021

地球と世界の未来のための学びと実践の機会を目指しま
す。インプットに始まり、これまでの在り方の変化につ
いて教えてもらい思考します。これから取り組んでいこ
うと思っていることの共有とジブンゴトとして今ココだ
からできることは？を考えて、簡単ではない解は一つで
はないことを考え続けます。世の中の複雑で難しい問題
にチャレンジし解決策を考えみんなで取り組みます。

メンター

しくみ株式会社 石田幸央さん

11月19日 夕方 Meetup BBQ
11月20日 環境と難民のことを考える、システム思考

講義＆ワークショップ
11月21日 16時まで Snowpeak Hakuba

Landstationにてマルシェ出店
12月 ワークショップ
1月~2月 解決策とアクションプランの検討

白馬合宿
3月 発表会

申込フォーム

問合せ
ishida@siqumi.co.jp

https://docs.google.com/forms/d/e/1FAIpQLSfm-pSWtZWils5q2qBaUo0v-Vo_aobvcCu2cn4DCS88Vpze_Q/viewform
mailto:ishida@siqumi.co.jp


若者会議2021 オープンチャット

各地の若者会議の情報、今後の予定を受け取りたい。

①フォームから実行委員に申し込み

情報交換しながら参加を検討したい方は、

②若者会議2021のLINEオープンチャットにご参加くだ
さい（入退室は自由です）。
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オープンチャット「若者会議2021（全体）」

https://forms.gle/qBWFcD8L8b8Qu4Te7
https://line.me/ti/g2/sA--ydJ_exQ89qeUTvc_1r0eTbiexpxO3bAE5w?utm_source=invitation&utm_medium=link_copy&utm_campaign=default

